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From the mid-1960s to the early 1970s,the focus of rehabilitation for disabled
 
children was shifted from polio to cerebral palsy. In the mid-1970s,Hokkaido took
 
the initiative in promoting early detection and rehabilitation as measures against
 
cerebral palsy. However,given Hokkaido’s geographical conditions,the treatment
 
of those with cerebral palsy who lived in sparsely populated areas was extremely
 
difficult. To reverse the situation,the Hokkaido government sought to develop a
 
more effective rehabilitation system,and therefore commenced full-scale regional
 
support based on a tertiary bloc concept. In response to this scheme proposed by
 
the Hokkaido government, the Hokkaido Infant Rehabilitation Study Group was
 
established in 1987 with the aim of collaborating with representatives in charge of
 
regional rehabilitation. This year marks the 30th anniversary of the study group’s
 
activities. The following is a summary of the activities unprecedented in Japan in
 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1987 第１回大会 伊藤則博 北海道における乳幼児療育の現状と課題






1990 第４回大会 森 秀子 親主導型育児プログラム
1991 第５回大会 高松鶴吉 療育とは何か





1993 第７回大会 加藤正仁 早期療育が願う特殊教育とは
1994 第８回大会 白石正久 自閉症児の理解と教育
1995 第９回大会 笠原吉孝 子どもを守るための保健 医療と福祉の輪
1996 第10回大会 蔭山英順 自閉症の発達援助臨床学
1997 第11回大会 高桑利夫 道産子・障害児〝おいらの未来はどうなるべ"
1998 第12回大会 岡田喜篤 発達障害児（者）への支援の在り方を問い直す
1999 第13回大会
杉山登志郎・




2000 第14回大会 佐藤満雄 養護学校はブラックボックスではない
2001 第15回大会 鯨岡 俊 障害幼児とのコミュニケーションで問題になること





2003 第17回大会 高橋和子 高機能広汎性発達障害児の育ちとコミュニケーション援助について
2004 第18回大会 児玉和夫 未熟児の発達の諸問題
2005 第19回大会 肥後祥冶 行動上の問題の理解と行動分析学的アプローチ
2006 第20回大会 小栗正幸 家族に伝えたい子育ての要点―二次障害予防に必要なシナリオ
2007 第21回大会 小枝達也 今日的乳幼児健診と健診後の支援の在り方について
2008 第22回大会 竹田契一 豊かな青年期を見据えて大切になければならないこと
2009 第23回大会 玉井邦夫 養育困難家庭への支援




一 2011 第25回大会 浜谷直人 個への支援から状況への支援を目指した連携へ
2012 第26回大会 宮田広善 制度改正の狙いとその方向
2013 第27回大会 浜田寿美男 子どもの育ちの先に何を願うか
2014 第28回大会 和邇正子 ここならあったかいよ―子と親と私の居心地のよい暮らしくらし





















































１ 北海道乳幼児療育研究会編 「早期療育」 1998
２ 特別な対応が必要な子どもに対する機関連携をめぐる諸問題：就学前幼児療育機関と学校教育の連携：そ
の２ 北海道における早期療育システムと療育機関の発展
著者 牧野，誠一；伊藤，則博 札幌学院大学人文学会紀要，89：45-69．2011-03
３ 熱田洋子：北海道における早期療育の現状と課題 p.146-167．1988
４ 森秀子：親主導型育児プログラム，p.7-24 1991.4
５ 北海道乳幼児療育研究会大会誌 1-29
― ―112
― ―113
附則１ 伊藤則博先生の呼び掛け文
― ―114
附則２ 乳幼研の 組織及び運営方法
組織：
会長・副会長・顧問、監査
事務局長・副事務局長、
研修部長、副研修部長、部員
編集部長、副編集部長、部員
総務部長、副総務部長、部員
編集委員会
常任理事、理事 理事会にて運営を討議
研究大会誌：
研究大会が終了した時点から、編集を開始し、次年度の開催までに編集し発刊
運営方法
運営は主として、大会運営、企画内容の反省に基づき、次年度の大会準備、企画に関する会議を行い、
特別講師、シンポジュウム、各部会の企画会議を実施
大会の運営は、総務部長が指揮、大会準備は、当日 手伝えるメンバーが集合して準備を行う
― ―115
